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以下の部活動で、中高の合同練習が実施されました。

・女子バレーボール部（身延中、南部中、身延高校）

９月２０日（日）

・ソフトテニス部（南部中・身延高校）１０月２４日（土）

・柔道部（身延中・身延高校） １２月１９日（土）

中学
校・
高校
・地
域。

新し
い視
点で
教育
を捉
える
！

こんにちは。身延高校のキャラクターの“ブッポちゃん”です。

このコーナーでは、「中高一貫教育事業」についての疑問をブッポちゃんがわかりやすく
答えてくれます。さて、今回は中高連携事業におけるアンケート結果について報告します。
質問１：授業アシストの成果について知りたいです。

下のグラフは授業アシストについてのアンケート結果です。このグラフを見ると、授業アシストが中学生や高校生に
役立っていることや、保護者の方々に期待されていることがわかります。

①中学生・高校生 ②中学生保護者 ③中学生保護者

質問２：左のグラフは何ですか？
これは中学校の保護者の方々のアンケート結果です。中高連携事業によって、

身延高校が身近になったかどうかのグラフです。「とても身近になったと思う」と
「身近になったと思う」という割合が６０％以上あります。
まだまだ中高連携事業について知られていない部分もありますので、来年度も
事業内容についてPRしていきたいと思います。
みなさん、来年度もよろしくお願いします。

アンケート実施：中学校（令和２年１２月） 高校（令和２年７月）
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中学の先生・高校の先生がいると質問しやすい
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中学校への授業アシストについて
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高校へのアシスト授業について
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身延高校が身近になったか
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身延高校キャラクター
ブッポちゃん

身延・南部地区中高一貫教育事業

連携型中高一貫教育通信
南部中学校／身延中学校／身延高校

◎教育理念
６年間を通して確かな学力と豊かな人間性を育み、地域と協働して

『キャリア教育』を進め、次代を担う人材を育成する。

〇教育目標
学力の向上
計画的・継続的な教育を展開し、自主的･創造的な学習態度を育成する。
豊かな人間性の育成
豊かな心を育み、社会性やコミュニケーション能力の伸長を図る。
地域との協働
地域への理解を深め、主体的に地域社会の形成に参画する態度を養う。

令和３年２月６日（土）実施

身延高校の生徒が１年間の学習の成果を披露しました。

１年次生は「職業インタビュー」、２年次生は「山梨と沖縄」、

３年次生は「進路」についての発表を行いました。どの発表も日頃の探究の成果が表れていました。

この経験を来年度に活かしていきたいと思います。

http://www.minobu.kai.ed.jp


中学生アンケートより：

・まだ中学生なので大丈夫という気持ちと、将来について明確な夢がないことへの焦りなどの気持ちの二つの気持ちがあ

ったけれど、中学生のうちにできること、やっておいた方がいいことなどがわかって、やっぱり早いうちから考えよう

と思うきっかけになった。（身延中）

・いろいろな職業に触れることができ、本当によかった。将来に向けて自信がついた。（身延中）

・今のうちに自分が求めている目標地点に対して、それを達成するために踏んでいく過程の大切さ、考え方の難しさがよ

くわかった。自分の将来についてしっかり考えるきっかけになった。（南部中）

・どの職業も楽ということはなく、大変な仕事でやりがいも感じられると思う。今日の高校生の話を聞いて学ぶことがで

きた。今からでも将来に向けて何をしなければならないのか考えることができた。（南部中）

高校生アンケートより：

・相手の考えや立場を考えることによっていろいろな人の価値観を知ることができ、視野が広がった。またみんなの発

表を聞いて多くの職業について知ることができたのもよかった。私と同じ職業について、発表の仕方で伝わる情報が
こんなにも違うんだなと実感できた。（身延高）

・質問の意図や本質をつかむことができるようになった。今まではなんとなく回答していたことを、簡潔にまとめて

プラスの情報も付け加えることができるようになった。今後も話し合いや部活動に役立てていきたい。（身延高）

今年度は新型コロナウィルス感染拡大防止のため 、中止となった事業もありました。

実施された事業も制約の多い中でしたが、実施することができました。生徒の皆さん、

保護者の方々、地域の方々のご協力のもと、実施できましたことに感謝申し上げます。

今年度実践した中高一貫教育事業について、概要及び成果を報告します。

身延中学校 南部中学校 身延高等学校

「学習意欲の向上」と「基礎学力の定着」のために

高校の先生が中学校の数学の授業のアシストを行い

ました。

今年度は、身延中を遠藤佳宏先生、南部中を大木賢一先生が担当しました。

３年生は６月から１１月まで実施されました。身延中は週２日４時間、南部中は

週２日６時間の授業を見ていただきました。１２月からは２年生の授業となり、

各中学校とも週２時間を担当しています。
また、中学校の先生による、高校の数学と英語の授業のアシストも９月まで行われま

した。今年度は身延中の堀内雅仁先生、石原あかね先生、南部中の深沢良人先生、飯島

健太先生が担当しました。

中学校の学園祭で実施される演劇について，身延高校演劇部顧

問(鈴木裕司先生)による指導・助言が行われました。どの学年と

も熱の入った演技でした。
実施日時 南部中： ２年生８月３１日（月）、１・３年生９月２日（水）

身延中： ２年生９月 ７日（月） （表紙の写真）

１０月８日（木）～１４日（水）

身延高校において、美術部門・家庭部門・書道

部門・教科部門・特別部門（身延中・南部中・身

延高校PTA）の作品の展示がありました。期間中は多くの方々が来校してくださいました。

また身延中学校文化部と身延高校美術部による協働作業も実施されました。

身延高校演劇部の公演もあり、芸術の秋を堪能することができました。

身延高校１年次生が各中学校に出向き、中学２年生

に様々な職種の方にインタビューした内容や将来の進

路、働くことの意義について発表しました。中高生が

お互いに意見交換をすることで交流を深めることができました。

実施日時：１２月１６日（水）午前 於：各中学校


